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1．はじめに 

中京都市圏は他の三大都市圏と比較して自動車の

交通手段分担割合が高く，自動車への依存度が高い

地域である．そのため，交通量の増加に伴う渋滞が

大きな問題となっている．このような渋滞問題を解

消するための交通施策を行うには，効率的で説明力

の高い交通量予測手法の開発が必要となる．各時間

帯を対象として交通量推計や施策評価が可能な時間

帯別均衡配分モデルは，現状でも実用レベルにある

ものの，さらなる精度向上ためには，時間帯別OD交

通量の精度を高めることが必要である．OD交通量は

主にPT調査やセンサス調査によって把握されている

ものの，調査票ベースのOD交通量では特に大型車や

夜間OD交通量の推計精度が課題として挙げられる．

そのため従来においても，大型車交通量は物流調査

のデータによる補完により精度向上が図られてはい

るものの，特にデータ数の不足が懸念される時間帯

別のOD交通量の推計精度を高めるにはさらなる工

夫の余地がある．そこで前著論文2)では，残留交通量

修正済みの時間変動係数と時間帯別OD交通量を逆

推定する手法を提案し精度検証を行った．結果から

推計交通量の精度は改善が見られたが，地域ごとの

特性が考慮しきれていないという課題が残った．よ

って本研究では，時間変動係数の推定を行う際の地

域区分についての検討を行う． 

 

2．観測リンク交通量からの時間変動係数による時

間帯別 OD交通量逆推定 

ここでは，時間変動係数を逆推定する手法につい

て検討する．各時間帯の OD 交通量は，日 OD 交通

量に時間変動係数を乗じて得ることができる．ここ

で与条件として，ゾーン rs間の日OD 交通量を rsQ ，

n時間帯におけるリンク a の観測リンク交通量を n

ax̂

とする．また，n時間帯における OD ペア rs間の時

間変動係数を n

rsE ，OD 交通量 rsQ がリンクaを利用

する確率を
n

rsaP , とすると，配分計算によって算出さ

れるリンクaの推計リンク交通量 n

ax は次式で表すこ

とができる． 
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ここで，出発地域K ，到着地域 L の地域別時間変

動係数を n

klE ，地域数m とし，リンク交通量の推計

値 n

ax̂ と実測値x̂a
nの残差平方和が最小になるように

モデル化を行うと，目的関数は以下のような式にな

る． 
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上記の問題の最適化条件は，制約条件を取り込ん

だLagrange関数を定義することにより導き出される．

Lagrange関数 は次のようになる． 
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ここで，
kl はLagrange乗数を表す．出発地域K の

うち任意の出発地域 I ，到着地域 J とし， を n

ijE お

よび
ij で偏微分して零とおくと次式が得られる． 
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よって OD ペア rs間のリンク a利用率
n

rsaP , が得ら

れる場合，上式から発着地域別時間変動係数 n

klE を得

ることができる． 

 

3．配分計算と精度検証 

(1)地域区分と時間変動係数の収束計算 

まずは都市圏内全体で時間変動係数の逆推定を行



う．その後さらに愛知県内を名古屋，海部・尾張，

知多・三河の 3 地域に区分し，それぞれの方向別時

間変動係数の逆推定を行う．ただしネットワーク域

外発の時間変動係数は，長距離移動による影響を考

慮し，流入時刻の修正を行った上で固定して配分し

た．収束後の時間変動係数を図-1，図-2 に示す．ま

た，名古屋市に関連する時間変動係数を図-3 に示す．

これらより，名古屋市内での普通車の朝ピークが 8

時台，夕方のピークは18時台になっているのに対し，

名古屋を出入りする OD 交通量のピークはそれより

も 1 時間ほど早く，朝ピークは 6～7 時台に始まって

いることが分かる．大型車は名古屋市内の方がピー

クは早く，名古屋を出入りする OD 交通量は 12 時前

後に集中しているのが分かる．また，尾張から名古

屋に流入する大型車の OD 交通量は他と比較して深

夜時間帯の割合が多くなっている．また，尾張三河

間の時間変動係数は大きく変動しているが，これは

地域間の交通量が少ないことが影響していると考え

られる．よって今後は地域区分の仕方を工夫する必

要があると思われる． 

(2)配分結果 

都市圏内で一律で逆推定した場合と，愛知県内を 3

地域に区分し方向別に逆推定した場合とセンサスデ

ータによる配分結果との比較を表-1 に示す．これよ

り，地域をより細分化した場合の方が朝ピーク時間

帯の RMS 誤差はどちらの車種でも小さくなってい

るのが分かる．全体の誤差も減少しており，時間帯

別OD交通量の精度は向上しているといえる．また， 

センサスデータによる配分結果と比較すると精度は

大きく改善されており，OD 交通量が修正されている

ことが分かる． 

 

4．おわりに 

 本研究では，いくつかの地域区分で修正した時間

変動係数を基に作成した時間帯別 OD 交通量を用い

て配分計算を行い，平成 22 年における交通量の再現

性向上を図った．その結果，朝ピーク時間帯及び全

体の誤差は小さくなり，地域を細分化することによ

り推計精度は向上した．よって今後はさらなる地域

の細分化と分析を行い，推計精度の向上の検討を行

う必要がある． 
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図-1 普通車時間変動係数 

 

図-2 大型車時間変動係数 

 

図-3 名古屋関連の時間変動係数 

表-1 配分結果のＲＭＳ誤差の比較 

普通車 7 時 8 時 9 時 合計 

初期 OD 651 669 411 7295 

都市圏内一律 523 466 367 6507 

地域方向別 502 443 352 6428 

大型車 7 時 8 時 9 時 合計 

初期 OD 151 197 241 4218 

都市圏内一律 132 154 163 3877 

地域方向別 128 151 160 3781 
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